
＼

一
環
海
運

Jんねノ ,ニノノゞ′
′# - - -

東海道五十三次の42番目の宿場である桑名ぢ 、
/ こと -‐

なっ ,タナなろ---
宿は、東海道帷 - の海上路である七里の渡してこて←

で富宿 (名古屋市}と結ばれており、伊勢国へ

し の玄関口でもありました。関ケ原の戦いの翌年′. - - -
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… -…の慶長6年に、徳川家康譜代の重臣であり、

徳川四天王と呼ばれた本多忠勝が入り、r慶長
　 　　　　　

　 　　　　　
の町割り｣と言われる大規模な区画整備が今の

-
です桑名市の礎となっでおり、以降松平11万石

,＼の城下町として発展しました。現在も桑名の
　
　　

　 　　

市街地には往時のなごりを見ることができます。

を伊勢神宮への ｢おかげ参り｣の参拝道として
　　
　　　

　　
ふも-賑わった江戸時代後期には計 20軒もの旅篭

屋がひじめき東海邁｢形着目の規模を誇る

＼ ･繁栄ぶりだったと伝えぢ掩玄すめ
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本多忠勝のJ時代に鉄砲鋳造から始まった桑名 柔＼の鋳物産業は、明治期に近隣で鋳物に適した
桑
名
の
崖
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鋳物砂が発見されたことで大量生産が可能

となり、飛躍的に発展しました。この頃から

桑名の鋳物は鍋釜･アイロンなどの生活用品

を生産し、その後機械鋳物も手がけるように
　　　　　

なり、｢東の川口、西の桑名｣と言われるほど
　　 　　　　　　　 　　　

に日本を或える主要鋳物生産地今よ.成長しま

したo戦後の特需の恩恵などで銭癈鮎以外をふもしたo戦後の特需の恩恵なギ,穢 學
品以外 ち

　　　　　　　　　　　　　　　　　　
トシエ戸期霧ら脈をと続く｢高調噂又セガの文化が

ゾ
桑名に‘きを権炭暈ます。
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丸瀞鰹雲群れ議定設定･新二ミニ畠中/だ
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劣丁“砦薄 ･桑名宿
灯街道 ･桑名宿のロゴマークは、東海道の続く道と行灯の灯火を

モチーフにしつつ、桑名の発展の礎である揖斐川、長良川をイメージ

させるデザインとなっています。

｢灯街道 ･桑名宿踏ま
｢国際観光まちづくりK U W A N A J事業の一つです。
当事業は、桑名市が取り組んでいる地方創生 ｢国際観光まちづくり

K U W A N A J 事業の一つとして採用されました。桑名市の観光産業を

軸としたインバウンドの誘客及び国際化の推進を行うことで、当市の

地方創生と持続可能な社会を目指します。
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劣丁豹廚薄 ･桑名宿
T O K A ID O

K U W A N A J Y U K U

県下有数の花見スポットである九華公園。その公園周辺に桑名市が有する自然資源の竹、

そして地場産業である鋳物をつかった灯篭 ･提灯を並べ、夜にも桑名の風情を楽しんでいただく事業です。

灯篭の温かみある灯火が、桜で賑わう町並みを照らし、見る人を幻想的な世界へと誘います。

@ 六華苑

※画像はイメージてす。(なら燈花会提供)

の九華公園
桑名の竹でつくった竹灯篭や、お堀の水面

には水灯篭が浮かび、メインの花見会場を

彩ります。また開催期間中、桑名城お堀で

舟めぐりが楽しめます。(天候により中止の場合

があります。)

　 　
苑 諸戸氏庭園●

　
① 準小学校

　 　
囲もメテラ蓼
市民会!

●桑名信用金庫　
T O K A I D O K U W A N A J Y U K U

※画像はイメージてす。(京都.花灯路推進協議会提供)

の花街界隈
桑名でも風情のある町並が残る花街には、
地元産業である鋳物で作られた灯篭が並び、
幻想的な雰囲気に。

桑名七里の
渡し公園

の
花
街
界
隈

回 円
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(春日神社)

●石取会館

　
桑名市博物館
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六華苑は二代目諸戸清六の邸宅として、大正2 年

(T 9 1 3年)に完成しました。鹿鳴館の設計で有名な

ジョサイア･コンドル氏によって設計された洋館と

それに直線的につながる和館は重要文化財に指定

され、和と洋、旧と新の融合という点でまさに桑名

を象徴するランドマ-クです。その六華苑でアコース

ティックコンサート(3月 3 1日･4 月 1日の 2 日間)を

開催し、正門から洋館への通路は鋳物の灯篭が

足元を照らし、目と耳で楽しめる空間を造ります。

の吉之丸コミュニアイパーク
花見会場にほど近い吉之丸では、桑名らしい飲食

ブースを夜だけオープンし、来場者をもてなします。
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会長 永野 元廉 〔桑名市観光協会会長〕

顧問 伊藤 徳宇 〔桑名市長〕

顧問 伊藤 真人 〔桑名市議会議長〕

顧問 飯 野 光 則 〔国土交通省中部地方整備局木曽川下流河川I事務所長〕

顧問 藤原 隆 〔桑名市自治会連合会会長〕

顧問 中 澤 康 哉 〔桑名商工会議所会頭･桑名信用金庫 理事長〕

顧問 水谷 正 〔桑名三川商工会会長〕

顧問 佐藤 詔英 〔桑名市商店連合会会長〕

顧問 平 野 喜 嗣 〔三重県鋳物工業協同組合理事長〕

顧問 中村 研 〔桑名鉄ェ協同組合理事長･ェ′(工業株式会社取締役社長〕

顧問 佐 藤 信 義 〔サンジルシ醸造株式会社会長〕

顧問 小 林 昭 三 〔ヵネソゥ株式会社代表取締役名誉会長〕

顧問 西村 憲一 〔光精工株式会社代表取締役会長〕

顧問 横井 敬之 〔株式会社歌行燈代表取締役社長〕

顧問 諸戸 清光 〔公益財団法人諸戸財団〕

顧問 上田 智 〔NT N 株式会社執行役員桑名製作所長〕

顧問 大 西 英 一 〔丸紅株式会社名古屋支社副支社長〕

顧問 赤塚 義弘 〔株式会社柿安本店専務取締役〕

顧問 山本 重雄 〔株式会社山本本店代表取締役〕

灯街道･桑名宿実行委員会 事務局〔桑名市観光協会内〕

〒5 1 1‐8 6 0 1 桑名市中央町2丁目37 T E L .0 5 9 4‐2 4‐1 2 3 1
　　　　　　　　
　　　　　　　　　　

　　　　
　　　　

六戦国志｢尾州小牧長久手御合戦地図｣/所蔵･写真提供↑桑名市博物館
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